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　大銀経済経営研究所
　大分信用金庫
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＊2025年　  ７～９月期〈Ⅲ期〉の実績見込み

製　造　業………３期ぶりの改善

卸・小売業………卸売業、小売業ともに悪化

建　設　業………２期ぶりの改善

サービス業………４期連続の悪化

＊ 2025年　  ７～ ９月期〈Ⅲ期〉の実績見込み
＊ 2025年　10～12月期〈Ⅳ期〉の見通し

若干の改善も総じて弱い

　今期（2025年７～９月期〈Ⅲ期〉）の業況判断BSIは、前期比0.7ポイント上
昇の▲16.0となった。業種別のBSIは『建設業』『製造業』の２業種で改善、『卸・
小売業』『運輸業』『サービス業』の３業種で悪化、『金融・不動産業』は前期比
不変であった。
　建設業がけん引し全体では若干改善した。ただし、同業種は大幅なマイナス
水準となった前期から「変わらない」との回答が多く、依然として厳しい状況
にある。
　来期（2025年10～12月期〈Ⅳ期〉）の業況判断BSIは、今期比5.5ポイント
上昇の▲10.5となる見通し。業種別のBSIは『卸・小売業』『サービス業』の２
業種で改善、『建設業』『製造業』『運輸業』の３業種で悪化、『金融・不動産業』
は今期比不変の見通しである。
　小売業において売上高、収益の回復が見込まれており、全体の業況判断BSI
も改善する見通し。
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若干の改善も総じて弱い
◎業況判断
【今期】（２０２５年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲１６．０（前期比＋ ０．７㌽）
＜内訳＞
・よくなった ６．２％（前期比＋ ０．４㌽）
・悪くなった ２２．２％（前期比▲ ０．３㌽）
・変わらない ７１．６％（前期比▲ ０．１㌽）
＜業種別＞
・前期比改善：２業種（『建設業』『製造業』）
・前期比悪化：３業種（『卸・小売業』『運輸業』

『サービス業』）
・前期比不変：１業種（『金融・不動産業』）

今期の業況判断BSI は、建設業がけん引し全体で
は若干改善した。ただし、同業種は大幅なマイナス水
準となった前期から「変わらない」との回答が多く、
依然として厳しい状況にある。

【来期】（２０２５年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲１０．５（今期比＋ ５．５㌽）
＜内訳＞
・よくなる １１．７％（今期比＋ ５．５㌽）
・悪くなる ２２．２％（今期比± ０．０㌽）
・変わらない ６６．０％（今期比▲ ５．６㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：２業種（『卸・小売業』『サービス業』）
・今期比悪化：３業種（『建設業』『製造業』『運輸業』）
・今期比不変：１業種（『金融・不動産業』）

来期については、小売業において売上高、収益の回
復が見込まれており、全体の業況判断BSI も改善す
る見通し。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲ ４．３（前期比＋ ７．３㌽）

４業種で改善
収益ＢＳＩ ：▲１５．５（前期比＋ ０．１㌽）

３業種で改善
【来期】
売上高ＢＳＩ：＋ ２．４（今期比＋ ６．７㌽）

５業種で改善見通し
収益ＢＳＩ ：▲ ６．９（今期比＋ ８．６㌽）

４業種で改善見通し

全 産 業 （１６２社）

― １ ―



所定外労働時間と雇用者数の現状（ B S I ）
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◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲１０．６（前期比＋ ４．０㌽）

５業種で上昇
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲４１．０（前期比▲ ３．８㌽）

２業種で低下
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲ １．２（今期比＋ ９．４㌽）

◎経営上の問題点
１位：「売上不振」（２６．９％）
２位：「原材料仕入価格高騰」（２５．６％）
３位：「人手不足」（１８．６％）
４位：「人材不足」（９．０％）
業種別にみると、「売上不振」と回答した割合は、

『製造業』が４１．１％と最も高い。「原材料仕入価格高騰」
は『金融・不動産業』で５０．０％と特に高くなっている。

◎設備投資実施割合
【今期】
実施企業の割合：４４．４％（前期比▲ １．８㌽）

２業種で低下
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（６６．４％）
２位：「生産能力の拡大・売上増加」（１５．３％）
３位：「合理化・省力化」（９．７％）

【来期】
実施予定企業の割合：３９．５％（今期比▲ ４．９㌽）

５業種で低下見通し
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（６７．２％）
２位：「生産能力の拡大・売上増加」（１５．６％）
３位：「合理化・省力化」（１２．５％）

◎「米国の関税政策の影響」について
今回の調査において、「米国の関税政策の影響」に

ついて尋ねたところ、「まだわからない」が３８．３％、
「ほぼ影響ない」が３３．３％、「ややマイナスの影響があ
る」が１９．１％、「ややプラスの影響がある」が３．７％、
「大いにマイナスの影響がある」が３．１％、「大いにプ
ラスの影響がある」が０．６％となった。
業種別にみると「まだわからない」と回答した業種

が４業種と最も多かった一方、『建設業』『サービス
業』は「ほぼ影響ない」の回答が最も多かった。

― ２ ―



業況判断（ B S I ）

業況判断指数内訳（ B S I ）

売上高と収益（ B S I ） 
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３期ぶりの改善
◎業況判断
【今期】（２０２５年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲１５．５（前期比＋ １．４㌽）
＜内訳＞
・よくなった ５．２％（前期比▲ １．６㌽）
・悪くなった ２０．７％（前期比▲ ３．０㌽）
・変わらない ７４．１％（前期比＋ ４．６㌽）
＜業種別＞
・前期比改善：３業種（「化学・石油」「鉄・非鉄金属」

「印刷・出版」）
・前期比悪化：４業種（「機械」「食料品」「木材・

家具」「その他」）
・前期比不変：１業種（「窯業・土石」）

住宅着工件数が減少したことにより、「木材・家具」
が悪化したものの、受注増加により操業率が上昇した
「化学・石油」などの業種が改善し、全体の業況判断
BSI も改善した。

【来期】（２０２５年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲２２．５（今期比▲ ７．０㌽）
＜内訳＞
・よくなる １０．３％（今期比＋ ５．１㌽）
・悪くなる ３２．８％（今期比＋１２．１㌽）
・変わらない ５６．９％（今期比▲１７．２㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：０業種
・今期比悪化：４業種（「化学・石油」「機械」「食料

品」「その他」）
・今期比不変：４業種（「鉄・非鉄金属」「木材・家

具」「印刷・出版」「窯業・土石」）

原材料の価格上昇などにより「食料品」が悪化する
見込みであり、全体の業況判断BSI も悪化する見通
し。なお、来期の改善を見込む業種がなかったのは、
リーマンショックの影響が残る、２００９年１０～１２月期調
査以来、約１６年ぶりである。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲ ８．７（前期比▲ ０．２㌽）
収益ＢＳＩ ：▲２４．１（前期比▲ ５．４㌽）
【来期】
売上高ＢＳＩ：▲ ３．５（今期比＋ ５．２㌽）
収益ＢＳＩ ：▲１３．８（今期比＋１０．３㌽）

製 造 業 （５８社）

― ３ ―



業況判断（ B S I ）
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卸売業、小売業ともに悪化
◎業況判断
【今期】（２０２５年７～９月期〈Ⅲ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：▲２５．０（前期比▲ ９．２㌽）
＜内訳＞
・よくなった １２．５％（前期比＋ ７．２㌽）
・悪くなった ３７．５％（前期比＋１６．４㌽）
・変わらない ５０．０％（前期比▲２３．７㌽）
『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲３０．０（前期比▲ ９．１㌽）
＜内訳＞
・よくなった １０．０％（前期比＋ １．７㌽）
・悪くなった ４０．０％（前期比＋１０．８㌽）
・変わらない ５０．０％（前期比▲１２．５㌽）

卸売業、小売業ともに売上高BSI が改善した一方
で、収益BSI は悪化し、業況判断BSI も悪化した。
物価高騰に伴う買い控えが要因と考えられる。

【来期】（２０２５年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：▲１２．５（今期比＋１２．５㌽）
『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲ ５．０（今期比＋２５．０㌽）

業況判断BSI は、卸売業、小売業ともに改善の見
通し。特に小売業では、売上高、収益がともに回復
し、業績改善が見込まれている。

◎卸売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲ ６．６（前期比＋１４．４㌽）
収益ＢＳＩ ：▲１２．５（前期比▲１２．５㌽）
【来期】
売上高ＢＳＩ：▲１８．８（今期比▲１２．２㌽）
収益ＢＳＩ ：▲３１．２（今期比▲１８．７㌽）

◎小売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲２０．０（前期比＋ ０．８㌽）
収益ＢＳＩ ：▲３５．０（前期比▲１４．２㌽）
【来期】
売上高ＢＳＩ：＋ ５．０（今期比＋２５．０㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ５．０（今期比＋３０．０㌽）

卸・小売業 （３６社）

― ４ ―



所定外労働時間と雇用者数の現状（ B S I ）

業況判断（ B S I ）
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２期ぶりの改善
◎業況判断
【今期】（２０２５年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：± ０．０（前期比＋２２．７㌽）
＜内訳＞
・よくなった ４．８％（前期比＋ ４．８㌽）
・悪くなった ４．８％（前期比▲１７．９㌽）
・変わらない ９０．５％（前期比＋１３．２㌽）

業況判断BSI は大幅に改善したものの、大幅なマ
イナス水準となった前期から「変わらない」とする回
答が９割を占めており、依然として厳しい状況が続い
ている。

【来期】（２０２５年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲ ４．７（今期比▲ ４．７㌽）
＜内訳＞
・よくなる ４．８％（今期比± ０．０㌽）
・悪くなる ９．５％（今期比＋ ４．７㌽）
・変わらない ８５．７％（今期比▲ ４．８㌽）

売上高は改善が見込まれる一方、一部の事業者から
は原材料価格の上昇による収益減が予測されており、
来期の業況判断BSI は悪化する見通し。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：± ０．０（前期比＋２２．８㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ４．７（前期比＋２２．６㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：＋１４．２（今期比＋１４．２㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ９．５（今期比▲ ４．８㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲ ９．５（前期比＋ ４．２㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲８５．７（前期比＋ ０．７㌽）

【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲ ４．８（今期比＋ ４．７㌽）

雇用者数の現状BSI は、４期連続▲８０．０以下であ
り、事業者の人手不足感は強い状況が続いている。

建 設 業 （２１社）

― ５ ―



売上高と収益（ B S I ）

所定外労働時間と雇用者数の現状（ B S I ）
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４期連続の悪化
◎業況判断
【今期】（２０２５年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲２０．７（前期比▲ １．４㌽）
＜内訳＞
・よくなった ３．４％（前期比▲ ３．１㌽）
・悪くなった ２４．１％（前期比▲ １．７㌽）
・変わらない ７２．４％（前期比＋ ４．７㌽）

業況判断BSI は前期から悪化し、４期連続の悪化
となった。
サービス業のうち観光関連の１３社では、「よくなっ

た」と回答した企業はなく、「悪くなった」と回答し
た企業は前期比１１．８ポイント増の３８．５％となった。観
光関連では、大阪・関西万博へ観光客が流れており、
猛暑も相まったことで国内客需要が低下した。
観光関連以外の１６社では、「よくなった」と回答し

た企業は６．３％、「悪くなった」と回答した企業は
１２．５％だった。

【来期】（２０２５年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：＋ ６．９（今期比＋２７．６㌽）
＜内訳＞
・よくなる １７．２％（今期比＋１３．８㌽）
・悪くなる １０．３％（今期比▲１３．８㌽）
・変わらない ７２．４％（今期比± ０．０㌽）

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲ ３．６（前期比＋ ６．１㌽）
収益ＢＳＩ ：▲１０．７（前期比＋ ８．６㌽）
【来期】
売上高ＢＳＩ：＋１４．３（今期比＋１７．９㌽）
収益ＢＳＩ ：＋１０．７（今期比＋２１．４㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲１０．４（前期比＋ ２．５㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲４８．３（前期比▲１２．９㌽）
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：＋１７．２（今期比＋２７．６㌽）

サービス業 （２９社）

― ６ ―



B S I とは

ＢＳＩとは “Business　Survey　Index” の略

　企業経営者の業況に関する判断や景気見通しを “よくなる・よくなった”、“変わらない”、

“悪くなる・悪くなった” という３つの形式で回答を求め、これを数値であらわしたもので

ある。

　ＢＳＩは次の数式で求められる。

①〔よくなる〕＋〔変わらない〕＋〔悪くなる〕＝100％とする

②〔変わらない〕の回答分を除く

③ ＢＳＩ＝〔よくなる〕－〔悪くなる〕

ＢＳＩが前期を上回れば景気は改善、前期を下回れば悪化という見方をする。

調査の概要

　当調査は、大銀経済経営研究所、大分信用金庫、大分県
産業創造機構の三者合同によるアンケート調査である。

◎調 査 時 点 　　2025年８月20日
◎調査の内容
　・自社の景況の実績と見通し
　・売上高と収益の実績と見通し
　・設備投資実施割合
　・経営上の問題点など
◎調 査 対 象
　・県内に本社または出先事業所を有する企業419社
◎回答企業数 　　 162社
　・回答率 　　 38.7％
　・規模別割合
　　　資本金１千万円未満・個人  4.3％
　　　資本金１千万円～１億円未満 65.4％
　　　資本金１億円以上 17.3％
　　　無回答 13.0％




